






 R. モリソン （1782–1834） は，プロテスタントの宣教師として最初に
中国に渡来し，聖書の中国語訳，英華・華英字典の編纂，中国語研究の























は 1 例も使用されておらず，“同” と “與” が使用されている。
和 跟 合 同 與
聖経直解 ― ― ―  8  8
四史攸編 ― ― ― 11 37
神天聖書 ― ― ― 72 42



















四史攸編 和 跟 合 同 與
全文 ― ― ― 11 37
Matthew ― ― ―  2 11
Mark ― ― ―  3  2
Luke ― ― ―  3  5















神天聖書 和 跟 合 同 與
4福音書 ― ― ― 72 42
Matthew ― ― ― 20  9
Mark ― ― ― 17  7
Luke ― ― ― 23 15
John ― ― ― 12 11
― 42 ―
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聖経 和 跟 合 同 與
4福音書 ― ― ― 46 36
Matthew ― ― ― 13 14
Mark ― ― ― 15  6
Luke ― ― ― 11  9
John ― ― ―  7  7
 『神天聖書』では，“跟” は，「ヨハネの福音書」に 1 例のみ名詞「かかと」の意味の用例
がある。“合” はすべて動詞としての用例である。また，『聖経』では「ルカの福音書」に “跟”


















 M5-28)  But I say to you that everyone who looks at a woman with lust has 
already committed adultery with her in his heart.
初期中国語訳聖書における介詞と連詞の用法に関する一考察
― 43 ―
 M25-19)  After a long time the master of those slaves came and settled accounts 
with them.
 Ma1-29)  As soon as they left the synagogue, they entered the house of Simon and 
Andrew, with James and John.
 L23-43)  He replied, “Truly tell you, today you will be with me in Paradise.”
 J3-22)   After this Jesus and his disciples went into the Judean countryside, and 
he spent some time there with them and baptized.
 さらに，上記の用例は上から順に，モリソン改訳では，“行姦”，“與僕對數”，“帶〜同進”，
“爾必偕我在天樂園矣”，“帶〜來” となり，BC 訳では “已與之淫矣”，“與之計會”，“偕雅
各與約翰進”，“爾必偕我在樂園矣”，“與門徒至” に改められている。
書章節 四史攸編 神天聖書 聖経 モリソン改訳 BC訳
M5-28 姦之 同之行姦 同之行姦 行姦 已與之淫
M25-19 — 同伊等算帳 同伊等算帳 與僕對數 與之計會
Ma1-29 — 同〜及〜進 同〜及〜進 帶〜同進 偕雅各與約翰進
L23-43 同我必在樂域 同我在巴拉氐士 同我在巴拉氐士 爾必偕我在天樂園 爾必偕我在樂園

















 M9-10)  And as he sat at dinner in the house, many tax collectors and sinners 
came and were sitting with him and his disciples.
 Ma9-14)  When they came to the disciples, they saw a great crowd around them, 
and some scribes arguing with them.
 L9-30)  Suddenly they saw two men, Moses and Elijah, talking to him.
 L21-29)  Then he told them a parable: “Look at the fig tree and all the trees.”
 J4-27)  Just then his disciples came. They were astonished that he was speaking 
with a woman, but no one said, “What do you want?” or, “Why are you 
speaking with her?”
 さらに，上記の用例は，モリソン改訳，BC 訳では下表のように改められている。












































同 與 及 和 合 連
聖経直解 ― ―  46 ― ― ―
四史攸編 ―  80  73 ― ―  2
神天聖書 29 170 218 ― ― 13





『聖経』ではさらに “同” も使われるようになるが，“及” と “與” に比べて用例が少ない。








 『聖経直解』の用例はすべて “及” である。“同” と “與” は動詞のほかは介詞の用例し
かなく，『聖経直解』では，介詞には “同” と “與”，連詞には “及” という使い分けがさ
れていたと言える。なお，“和” が使われるのは “向〜求和” “和睦者” のみで，“合” は動
詞の用例のみである。また，“連” の用例は “晝夜連四旬”，“喊聲連天” である。
2）『四史攸編』：
神天聖書 同 與 及 和 合 連
4福音書 ― 80 73 ― ―  2
Matthew ― 40 23 ― ― ―
Mark ―  1  5 ― ―  1
Luke ― 20 19 ― ―  1















 さきの『聖経直解』では，連詞は “及” のみであったが，『四史攸編』では，これに “與”





 1 例目は 2 つの動詞 “愛” を連結するものであり，2 例目は抄訳部分を示す注記での用
例で，本文中の用例ではないが，名詞を連結するものである。
3）『神天聖書』と『聖経』
神天聖書 同 與 及 和 合 連
4福音書 29 170 218 ― ― 13
Matthew 14  61  40 ― ―  8
Mark 10  39  39 ― ―  3
Luke  1  52 117 ― ―  2
John  4  18  22 ― ―  0
聖経 同 與 及 和 合 連
4福音書 20 195 201 ― ― 15
Matthew  6  67  42 ― ― 10
Mark 10  40  33 ― ―  2
Luke  1  67 104 ― ―  1












 ４【神】Ma12-13 又伊等遣或法利西 # 輩同希羅氐亞輩就之欲獲其言錯




 M10-15)   Truly I tell you, it will be more tolerable for the land of Sodom and 
Gomorrah on the day of judgment than for that town.
 Ma1-16)   As Jesus passed along the Sea of Galilee, he saw Simon and his brother 
Andrew casting a net into the sea — for they were fishermen.
 Ma3-32)   A crowd was sitting around him; and they said to him, “Your mother 
and your brothers and sisters are outside, asking for you.”
 Ma12-13)   Then they sent to him some Pharisees and some Herodians to trap him 
in what he said.

























 M2-4)  and calling together all the chief priests and scribes of the people, he 
inquired of them where the Messiah was to be born.
 M27-41)  In the same way the chief priests also, along with the scribes and elders, 
were mocking him, saying,
 Ma13-3)  When he was sitting on the Mount of Olives opposite the temple, Peter, 
James, John, and Andrew asked him privately.
 L13-28)  There will be weeping and gnashing of teeth when you see Abraham and 
Isaac and Jacob and all the prophets in the Kingdom of God, and you 
yourselves thrown out.




























 M3-5)  Then the people of Jerusalem and all Judea were going out to him, and 
all the region along the Jordan,
 Ma5-37)  He allowed no one to follow him except Peter, James, and John, the 
brother of James.
 L8-20)  And he was told, “Your mother and your brothers are standing outside, 
wanting to see you.”
 L23-13) Pilate then called together the chief priests, the leaders, and the people,

















 ＊モリソン改訳及び BC 訳原書は「45 節」（J1-45）と表記しているが，原典に従った。






 ３【神】M24-20 惟爾祈禱求致逃於冬天連不於撒百 # 日






 M5-45)  …for he makes his sun rise on the evil and on the good, and sends rain 
on the righteous and on the unrighteous.
 M6-24)  …You cannot serve God and wealth.
 M24-20)  …Pray that your flight may not be in winter or on a sabbath.
 Ma6-38)  …they said, “Five and two fish.”





































Ma6-38 — 五個連二尾魚 五個並兩尾魚 餅五個魚兩尾 五餅二魚




（１）まず，介詞については，『聖経直解』から『聖経』までの 4 書では一貫して，“同” と
“與” のみが使われており，その他 “和” をはじめとする白話的な語彙は使われておらず，
文言としての傾向が強いと言える。
（２）つぎに，連詞も加えて見てみると，最初に，『聖経直解』では，“及” に用例が限られ
ていることからも，基本的に介詞には “同” と “與”，連詞には “及” というふうに使い
分けがあったと考えられる。
（３）さらに，『四史攸編』になると，“與” に連詞としての用法が加わり，“及” と同じ頻
度で併用されるようになる。 “與” と “及” の両者による使い分けはなく，同じように
使われている。但し，“同” は依然として介詞としての用法しか持っていない。
（４）最後に，『神天聖書』と『聖経』になると，“同” にも連詞としての用法が加わり，用
例数では “與” と “及” の 10 分の 1 程度と少ないものの，“同”，“與”，“及” の 3 者は
同じように連詞として用いられるようになった。また，連詞 “連” が『神天聖書』と『聖
経』で，各々 13 例，15 例あった。とくに “連” を連用して「〜も…も」の意を表すといっ
た，『紅楼夢』（第 93 回）の “包管明兒連車連東西一併送來。” の如く，当時の白話作品






（１） 本稿では英語訳文をギリシャ語原典との対訳であるTHE INTERLINEAR NRSV-NIV PARALLEL 
NEW TESTAMENT IN GREEK AND ENGLISH （1993） から引用した。英語訳の主なものとしては，
この他にThe New Greek-English Interlinear New Testamant （1990）， THE BIBLE AUTHORIZED 
KING JAMES VERSION WITH APOCRYPHA （1997） がある。また，ラテン語ブルガタ訳聖書The 





『神天聖書』（1） ゆまに書房  1999「幕末邦訳聖書集成」（2） （大英図書館蔵）
『聖経』（フランス国立図書館蔵）
『救世主耶穌新遺詔書』（大英図書館蔵）モリソン改訳
『新約全書』上海美華書館  1864（愛知大学図書館蔵）ブリッジマン・カルバートソン （BC） 訳
聖書英語訳
1993 THE INTERLINEAR NRSV-NIV PARALLEL NEW TESTAMENT IN GREEK AND ENGLISH, 
Zondervan Publishing House, Alfred Marshall
